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障害・糸球体硬化・ atubular glomeruliなどの様々な CKD病態像が引き起こされ
ること、近位尿細管障害の強さや頻度が CKD への移行に重要であることが明らか
となった。近年 AKI の重症度や頻度が CKD への移行リスクに関与することが様々
な臨床試験から示されているが、本研究で得られた知見はこれらの疫学的発見を

















さや頻度が CKD への移行に重要であることを直接的に証明した。 





 なお、本学位授与申請者は、平成 30 年 2 月 20 日実施の論文内容と
それに関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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